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1．背景と目的 

 日本では毎年数千万トンの建設廃棄物が発生して

いる．平成 20 年度においては，約 6,400 万トンの建

設廃棄物が発生し，その内 94%近くが再資源化さて

いる．建設廃棄物の再資源化を進めるための制度に

より，再資源化率を伸ばしている．しかし，現存す

る建築物の多くは昭和 40 年以降に建築されたもの

であり，今後多くの建築物が更新期を迎える．本研

究では，増加する建設廃棄物に対する計画的な適正

処理・再資源化をサポートするために，現在どこに，

どれだけの建設資材（以下，物質ストック）が蓄積

されているかを明らかにすることを目的とする． 

 

2．物質ストックデータベースの構築 

 これまで整備されてきた物質ストックのデータは，

日本全国を対象としたものでは，長岡ら(2009) 1)に

よるものがある．これは都道府県を最小空間単位と

する統計情報を基に作成されたものであり，物質ス

トックの空間分布は示されていない．本研究の特徴

は，日本全国におる建築物の GIS データを基に物質

ストックデータベースを構築することにより，マル

チスケールでの物質ストックの空間分布が把握でき

ることである． 

(1)  使用データ 

基データとして，ゼンリンが提供している

Zmap-TOWN II(2009)を利用する．Zmap-TOWN IIは

建築物の形状をポリゴンデータとして保有する住宅

地図データベースである．属性情報として，用途区

分，階数，建築物の名称といった情報が付されてい

る．用途区分の分類として，1363:ビル・マンション・

アパート，1364:戸建住宅，1365:事業所，1200:目標

物（役所や学校等の公共施設）等を持つ． 

建築物の物質ストックを推計するには，各建築物

の延床面積と構造種別の情報が必要である．しかし，

今回使用するZmap-TOWN IIにはそれらにそれぞれ

不備な点がある．そのため，用途区分の情報や他の

統計情報を用いて．以下に示す方法で補正を行う． 

(2)  建築物 GIS データの補正 

 1 つ目の問題は，2 階建て以下の戸建住宅に階数の

情報が含まれていないことである．そこで，平成 20

年住宅土地統計調査の｢一戸建て住宅の平均延床面

積｣の値を利用し，Zmap-TOWN II に含まれる戸建住

宅の平均延床面積が統計値と一致するような適当な

階数を逆算する． 

 2 つ目の問題は，ポリゴンの形状から求めた面積

に階数を乗じることにより得られる延床面積が統計

値と一致しないことである．Zmap-TOWN II を集計

することにより求められる建築物の総延床面積は約

88 億平米であり，全建築物のストック（延床面積）

に関する唯一の統計である建築物ストック統計に示

されている総延床面積74億平米よりも1割以上大き

な値となっている．これは斜線制限や，建築物内の

車庫や吹抜きの存在による上層階での床面積の減少

を考慮できていないためであると考えられる．そこ

で，大場(2000) 2)により導かれた，階数と建築面積

からの建築基準法上延床面積の予測式を利用する． 

 3つ目の問題は，構造種別に関する情報が含まれて

いないことである．そこで，用途区分と階数の情報

から以下のように構造種別を仮定する．2階建て以下

のビル・アパート・マンションについては，まず住

宅土地統計より2階建て以下の共同住宅を対象に構

造別(木造・鉄骨造)の割合を求め，その割合を利用

して2階建て以下のビル・アパート・マンションの木

造・鉄骨造の棟数を決定する．そして，建築面積の

小さなものから，算出された木造棟数に達するまで

の建築物を木造とし，それ以上のものを鉄骨造とす

る．住宅土地統計によると戸建住宅の約9割は木造で

あるため，2階建て以下の戸建住宅は全て木造と仮定

する．3階建ての建築物は全て鉄骨造とし，4階建て

以上の建築物は全て鉄筋コンクリート造と仮定する． 

(3)  物質ストックの推計方法 

 物質ストックの推計には原単位法を用いる．物質

ストック推計における原単位法とは，各建築物の延

床面積に，単位延床面積当りに投入される建設資材



量(以下，資材投入原単位)を乗じることにより物質

ストックを推計する方法である． 

 今回使用した資材投入原単位を表 1 に示す．この

原単位は，過去に筆者らの研究グループ 3)が整備し

たものであり，一般的な建築工程が掲載されている

設計資料を用いて投入される部材を積算し，単位延

床面積あたりに投入される建設資材の重量を推計し

たものである． 

 

3．結果と展望 

 整備したデータベース内の全建築物の延床面積の

和は約 76 億平米となった．建築物ストック統計での

延床面積の値は約 74 億平米であり，近い値となった． 

表 2 に建築物物質ストックの集計結果を示す．日

本全国に建築物として，コンクリートが約 50 億トン，

木材が約 4 億トン，鉄が約 4.5 億トン，合計 76 億ト

ンの建設資材が蓄えられていることが分かった．ま

た，図 1 に示すように，これらの建設資材がどこに

どれだけの量あるのかを GIS データベースとして整

備することができた． 

このデータベースは，将来の物質フローの推計に

利用することにより，資源として価値のある鉄スク

ラップ・建設発生木材等の発生量・発生場所の予測

等に有用である． 
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表-1 資材投入原単位 

 

 

表-2 建築物物質ストックの集計値 

 

         ※塗潰し値は上位 5 位の値 

 

図-1 物質ストックの分布(宮城県石巻市沿岸部) 
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